
FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

Briefing Transcription

2025 年 11 月 28 日（金）

企業情報はこちら >>>

紹介動画はこちら >>>

3842  東証スタンダード市場  情報・通信業

　2026 年 3 月期上期決算説明文字起こし　

株式会社ネクストジェン

https://web.fisco.jp/platform/companies/0384200
https://youtu.be/Pgji7RcMLEI


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2025 年 11月28日（金）株式会社ネクストジェン
3842  東証スタンダード市場  情報・通信業

01 14

■決算説明を受けての FISCO アナリストコメント----------------------------------------------------------------------------------	 01

■出演者-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------	 02

■決算説明-----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------	 03

	█目次



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2025 年 11月28日（金）株式会社ネクストジェン
3842  東証スタンダード市場  情報・通信業

01 14

	█決算説明を受けての	
FISCOアナリストコメント

・�通信キャリア、一般企業、官公庁向けに音声を中心とする通信技術に関するソリューション及びサービ
スを手掛けている。インターネット技術を公衆電話交換網に持ち込み、日本初の全国規模の IP電話サー
ビスを可能にした会社であり、グローバルスタンダード製品を輸入することで、初期の製品開発投資の
リスクをコントロールし、内製化やクラウドサービス化なども含めて市場開拓を先行させるビジネスモ
デルを確立している。

・�サブスク型ビジネスの安定的な成長により、2026 年 3月期 第 2四半期（中間期）決算は、売上高で前
年同期比 18.4%増の 1,894 百万円、営業利益で同 78.3%増の 190 百万円となり、通期業績予想である
売上高 3,800 百万円（前期比 4.9% 増）、営業利益 280 百万円（同 6.8% 増）と比較しても、高い成長
かつ順調な推移となっている。

・�2028 年 3月期を最終年度とする中期経営計画の定量目標は売上高が 5,000 百万円、営業利益が 400 百
万円。ボイスコミュニケーション事業は音声通信のクラウド移行に関する需要が徐々に拡大しており、
契約数の増加による堅調な売上成長が見込まれる。同社が長年蓄積してきた音声コミュニケーション技
術と業務プロセス、AI を一体化することで、新しい価値提供を目指していく。

・�中期経営計画は、今期予想から最終年度に向けた営業利益のCAGRで +20%と高い成長となっている。
積極的な株主還元と利益成長でROEも 2桁が視野に入る状況下、利益と PERの切り上がりの両面が期
待し得る状況が想定される。今期予想で PER20 倍の評価だと、株価は 1,350 円を上回り、現状から約
30%上方の水準となる。

・�株主還元については、2026 年 3月期の年間配当は 25.0 円の計画であり、1株当たり当期純利益計画を
もとに算出される配当性向は 36.8% である。また、株主優待を新設しており、毎年 3月末時点に同社
株を 200 株以上保有する株主向けにQUOカード 3,000 円分を贈呈しており、配当と優待を合計した総
還元利回りは 4%近く、魅力的な水準となっている。
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	█出演者

株式会社ネクストジェン 大西　新二様代表取締役社長 執行役員 CEO
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	█決算説明

© Nextgen, Inc. All rights reserved. 

コミュニケーションを創造する
ネクストジェン

証券コード︓3842

2026年3⽉期 上期決算説明
株式会社ネクストジェン

■ネクストジェン　大西様
皆さん、こんにちは。株式会社ネクストジェン 代表取締役社長 執行役員 CEO の大西新二でございます。本

日は、2026 年 3 月期・上期決算についてご説明いたします。

2

ネクストジェンとは

1 2026年3⽉期上期業績（連結）

2 会社概要

INDEX

3 市場環境と弊社の主な製品および
サービス

4 上期トピックス

５ 株主名簿管理⼈の変更について

内容は、こちらにございます 5 点に沿って順にお話ししてまいります。
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決算説明

3

ネクストジェンとは

１. キャリアグレードとインターネット技術を熟知
⼤⼿通信事業者が必要とする公衆電話網についての技術と
インターネット技術の両⽅を理解し、99.999％の稼働率が
求められるキャリアグレードのシステムやサービスを開発
提供。

２. グローバルスタンダードに⽴脚
インターネット技術・4G/5Gなどグローバルスタンダード
を採⽤、通信設備の⼤幅なコストダウンを実現。
またそれによって、通話料⾦が劇的に低下するテクノ
ロジー・ドライバーとなり、その実現に寄与してきた。

３. 企業向けクラウドサービス（PBX等）に展開
⼤⼿通信事業者向けビジネスで培った技術と信頼を基盤と
し、インターネットを活⽤した⾳声コミュニケーション技
術を、企業向け製品やクラウドサービスU-cubeシリーズに
展開。
通信分野に強みを持つ事業パートナーを通して販売中。

４. 通信ネットワーク技術とAIとの連携
10年程産学連携で取り組んできた⾳声認識AIを中⼼に、
コールセンター業務等、実運⽤で活⽤できるAIシステムを
提供。最近では、全国で活⽤される官公庁の電話受付・
⾳声認識に必要とされる通話録⾳システムを開発提供。

※現楽天コミュニケーションズ株式会社の前⾝である、フュージョン・コミュニケーションズ株式会社がサービスを提供。

インターネット技術を公衆電話交換網に持ち込み
⽇本初の全国規模のIP電話サービスを可能にした会社※

⽇本初

まず、当社について簡単にご紹介いたします。ネクストジェンは今から 24 年前、インターネットの技術を公

衆電話網の世界に持ち込み、インターネットと電話がシームレスにつながる社会を実現したいという思いから

創業いたしました。当時、日本で初めて全国規模のキャリアグレード IP システムを実現するにあたり、海外

製品の活用と当社の技術開発力を組み合わせながら、サービスシステムを構築してまいりました。

創業以来、主に 4 つのポイントを重視しております。

1 つ目は、キャリアグレードの品質です。通信事業者が求める 99.999% という高い稼働率に耐えうるシステ

ムを、インターネット技術で実現することを追求してきました。

2 つ目は、グローバルスタンダードの徹底です。日本固有、あるいは特定ベンダーの独自仕様ではなく、世界

で通用するグローバルな仕様やスペックを重視したモノづくりを行っております。

3 つ目は、この 10 年ほどの取り組みになりますが、従来中心だった通信事業者向けの事業から、一般企業の

電話システム領域へと展開してきた点です。技術は従来の強みを活かしつつ、営業やビジネスモデルを少しず

つ拡大してまいりました。

4 つ目は、AI 技術の活用です。生成 AI が広く使われる以前から、当社では産学連携を通じて音声認識を中心

とした AI 技術に 10 年ほど前から取り組んでおり、近年は具体的なサービスとして形になってきております。

4

2026年3⽉期上期業績
（連結）

1

続いて、上期の業績についてご説明いたします。サマリーとして 3 点ございます。
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5

2026年3⽉期 上期連結決算サマリー

売上⾼（前年同期⽐118％）・営業利益（前年同期⽐178％）
共に計画を上回った

EBITDA 324百万円（前年同期⽐140%）
キャッシュを安定的に⽣み出す
ビジネスモデル

1

ボイスコミュニケーションの
クラウド化で市場成⻑
クラウドビジネスが順調に成⻑

2 3

l サブスク型ビジネスの安定的な成⻑
l ⼤型システムの納⼊
l 重要顧客へのコンサルティング
l システム構築の増加により売上が順調に推移

サマリーとして 3 点ございます。

1 つ目は売上高で、前年同期比 118％となり、営業利益も前年同期比 178％と、いずれも計画を上回って推移

しております。主な要因は、サブスクリプション型ビジネスの安定的な成長に加え、大型システムの納入が上

期にあったこと、さらに重要顧客向けのコンサルティングを含むサービスソリューション提供が順調に進んだ

点が挙げられます。また、複数のシステム構築案件が売上の押し上げに寄与いたしました。

2 つ目は、EBITDA が 3 億 2,400 万円となり、前年同期比 140％を達成したことです。前期に続き、キャッシュ

を安定的に生み出すビジネスモデルがより強固になってきていると考えております。

3 つ目は、ボイスコミュニケーション市場においてクラウド化が一段と進んでいる点です。こうした市場環境

の変化に伴い、当社のサービスソリューションがより幅広いニーズに対応できるようになり、上期の計画を上

回る結果につながりました。

6

従来の期末集中型から四半期平準化へ

業績ハイライト 2026年3⽉期上期（連結）

売上⾼ 営業利益 当期純利益 EBITDA

1,894 百万円 190 百万円 156 百万円 324 百万円
前期⽐ +294 百万円 前期⽐ +83 百万円 前期⽐ +72 百万円 前期⽐ ＋92 百万円

（単位︓百万円） 25/3⽉期中間 26/3⽉期中間 増減額（前年同期⽐） 増減率/達成率

売上⾼ 1,600.0 1,894.3 294.3 118%

仕⼊・外注費 739.9 925.8 185.8 125%

販売管理費 519.8 556.4 36.5 107%

研究開発費 6.4 20.5 14.1 320%

営業利益 106.9 190.6 83.7 178%

EBITDA 231.6 324.4 92.8 140%

経常利益 105.2 188.2 82.9 179%

当期純利益 84.0 156.2 72.1 186%

続いて、業績ハイライトです。売上高は 18 億 9,400 万円となり、前期比で 2 億 9,400 万円増加いたしました。

営業利益は 1 億 9,000 万円で、前期比プラス 8,300 万円となっております。当期純利益は 1 億 5,600 万円で、

こちらも前期比プラス 7,200 万円となりました。

EBITDA については 3 億 2,400 万円となり、前期比プラス 9,200 万円です。いずれの指標も堅調に拡大して

おり、順調な成長を確認できる結果となっております。
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また、従来は期末に業績が集中しやすいビジネスモデルが長く続いておりましたが、近年は四半期ごとの売上

が平準化してきました。これにより、安定的な事業運営が可能となり、投資家の皆さまにも安心して当社の成

長を見守っていただける状況が整いつつあります。

売上の増加に伴い、販売管理費や研究開発費も増加しておりますが、その中でも利益は順調に拡大しています。

こうした状況は、下段の表に示されているとおりです。

7

営業利益

l サブスク契約増加による増収増益
クラウドサービスの新規・継続顧客の
積み上げによる売上増、BSS（Business 
Support System）・保守サポート契約
増

l ワンタイム型売上増
⼤型システムの納⼊・政府系主要顧客
へのコンサルティングとシステム構築
の売上計上

l 外注費の減少と⼈件費の増加

l その他固定費等の28百万円の増加
内14百万円は研究開発費が増加

営業利益について

（単位︓百万円）

利益面について補足いたします。まず、サブスクリプション契約の増加が増収増益の中心的な要因となってい

ます。加えて、ワンタイム型の売上も伸びており、大型システムの納入や、政府系のお客様向けのコンサルティ

ング・システム構築といった案件が売上増加に寄与しました。

一方で、外注費については一部削減が進み、減少しております。人件費はビジネス拡大に伴い増加したものの、

全体としては大きな影響のない範囲に収まっています。その他の固定費は約 2,800 万円増加しておりますが、

そのうち約 1,400 万円は研究開発費であり、将来に向けた技術開発活動への投資でございます。

8

2026年3⽉期 上期連結BS

l 現預⾦2,004百万円、有利⼦負債を差し引いた
ネットキャッシュは1,627百万円
前年度末⽐293百万円改善となり、実質無借⾦
の安定した財務体質

l 売上の平準化により、9⽉末の売掛⾦が31百万
円減少

l 利益剰余⾦が140百万円増加、その結果、
配当等の分配可能額460百万円を確保

2026年3⽉期 上期連結BS について

（単位︓百万円）
25年3⽉期
期末

26年3⽉期
中間 増減額

流動資産 2,753.7 2,996.3 242.5
現⾦及び預⾦ 1,809.8 2,004.0 194.2
売掛⾦ 734.3 702.5 △ 31.8
棚卸資産 140.1 158.2 18.0

固定資産 782.7 800.0 17.2
有形固定資産 49.9 59.0 9.0
ソフトウエア 611.0 629.0 18.0
投資その他の資産 121.7 111.8 △ 9.8

資産合計 3,536.4 3,796.3 259.8
負債 1,363.7 1,481.3 117.6
買掛⾦ 267.8 306.6 38.8
⻑期借⼊⾦ 475.7 376.5 △ 99.1
未払法⼈税等 12.1 33.5 21.3
前受⾦ 324.8 575.6 250.7

純資産 2,172.7 2,314.9 142.1
資本⾦ 1,145.6 1,146.1 0.4
資本剰余⾦ 705.3 705.7 0.4
利益剰余⾦ 319.4 460.2 140.8

負債純資産合計 3,536.4 3,796.3 259.8
※ネットキャッシュ
（現預⾦-有利⼦負債） 1,334.1 1,627.5 293.3

連結のバランスシートについてご説明いたします。

まず、現金及び預金は 20 億円強となっており、有利子負債を差し引いたネットキャッシュは 16 億 2,700 万

円となりました。前期からさらに改善しており、実質無借金と言える安定的な財務体質を維持しております。
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また、売上の平準化が進んでいることから、売掛金はやや減少していますが、これはより健全なビジネスモデ

ルへ移行している結果とご理解いただければと思います。

利益剰余金については、堅調な事業成績を反映し、1 億 4,000 万円増加いたしました。結果として、配当など

に充当可能な分配可能額は 4 億 6,000 万円を確保しております。

9

キャッシュ・フロー

売上が平準化し、売掛⾦の残⾼も⼤きな変動が無くなったことによる。

フリーキャッシュ・フローは、308百万円
（前期⽐ 282百万円 の減少）

（単位︓百万円） 25年3⽉期中間 26年3⽉期中間 前年同期⽐

営業活動によるキャッシュ・フロー 741.7 458.6 △ 283.1

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 151.3 △ 150.6 0.6

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 125.9 △ 113.7 12.2

現預⾦残⾼ 1,726.5 2,004.0 277.5

フリーキャッシュ・フロー 590.4 308.0 △ 282.4

キャッシュ・フローにつきましてご説明いたします。営業活動によるキャッシュ・フローは、前期比でマイナ

スとなっております。これは繰り返しになりますが、ビジネスモデルが平準化し、四半期ごとに一定の売上・

利益を安定的に計上できる体制へと移行してきたことによるものです。

そのため、昨年度との比較ではキャッシュ・フローがマイナスに見える部分がありますが、これはビジネスモ

デルの健全な変化に伴うものであり、問題のある減少ではございません。

10

会社概要
2

会社概要についてご説明いたします。
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会社概要

社名 株式会社ネクストジェン（Nextgen, Inc.）

代表取締役社⻑
執⾏役員 CEO ⼤⻄ 新⼆

設⽴ 2001年11⽉

年商 36億20百万円（連結/2025年3⽉期）

資本⾦ 11億46百万円

従業員数 147名（連結/2025年9⽉末現在）

上場 東京証券取引所 スタンダード市場・名古屋証券取引所 メイン市場（3842）

事業所 / 所在地

東京本社 東京都港区⽩⾦1-27-6 ⽩⾦⾼輪ステーションビル6F
東⽇本営業所
北⽇本営業所

北海道札幌市豊平区平岸1条3丁⽬2-33 エクシオナトラエビル4F

中部営業所 愛知県名古屋市中区錦2-9-27 NMF名古屋伏⾒ビル7F
関⻄営業所 ⼤阪府⼤阪市中央区南本町4丁⽬１-10 DPスクエア本町ビル302
九州・中国営業所 福岡県福岡市博多区博多駅前1丁⽬23-2 ParkFront博多駅前1丁⽬5F-B

グループ会社 株式会社LignApps（ラインアップス）︓コミュニケーションサービス基盤事業

主な事業所や所在地などに大きな変更はございません。

12

市場環境と弊社の主な製品
およびサービス

3

市場環境と当社の主要製品について、この上半期に新たに生まれてきている動きや、注力している領域をご紹

介いたします。
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通話録⾳・⾳声キャプチャリングシステム※｜LA-6000・U-cube rec

l 通話録⾳・⾳声キャプチャリングシステムの実績
当社は2014年より販売を開始。NTTドコモビジネス株式会社（旧NTTコミュ
ニケーションズ）を始め、全国隅々にまで拠点を持つ官公庁他、多くの企業で
実績。

l 通話録⾳を活⽤する事例が⾶躍的に増加
特に、最近の⽣成AIの進化により、コールセンターにおいて「カスタマー・エ
クスペリエンスの向上」「オペレーター⽀援の強化」「カスハラ対策」といっ
た⽬的で通話録⾳を活⽤する事例が増加。

l 様々なCTIシステムやAIソリューションとの
リアルタイム連携が必須
通話録⾳データは既存のシステムとリアルタイムに連携・活⽤され、AIの進化
によりさらなる成⻑が期待できる。
CTI:コールセンターで使われる顧客管理・通話⽀援システム

通話録⾳・⾳声キャプチャリングシステムとは
録⾳した⾳声データをAIサービスなどの外部サービスへリアルタイムで橋渡しするキ
ャプチャリング（⾳声を取り込むこと）システムのこと。活⽤ニーズの拡⼤に伴い、
既存のCTIシステムやさまざまなAIサービスと連携を拡⼤しています。

さまざまな
AIソリューション

コールセンターで使われる
CTIシステム

録⾳した⾳声を活⽤

AIを活⽤

●CTIとAIソリューションの連携事例はこちら
●対応CTI・AIサービスはこちらをご参考ください

通話録⾳・
⾳声キャプチャリング

システム
（LA-6000／U-cube rec）

まず、当社は通話音声キャプチャリングシステムとして「LA-6000」というソフトウェア製品を展開してお

ります。これをクラウドサービスとして提供する場合は「U-cube rec」という名称で販売しています。いず

れも通話録音ソリューションであり、以前は特定業種のみが必要とするものでしたが、近年は一般企業でも通

常の電話に録音を導入し、記録を活用するケースが増えてまいりました。

特に、NTT ドコモビジネス様に当社の通話録音クラウドサービスを取り扱っていただいており、これにより

全国の企業や官公庁へ導入が広がっています。最近では、AI を活用した会話内容の分析ニーズが高まり、人

と顧客の対話をデータとして活かしたいという企業が増えております。

また、カスタマーハラスメント（カスハラ）対策の重要性が高まっており、社員を守る目的で通話内容を録音

しておく取り組みが多くの企業で進んでいます。こうした背景から、カスハラ対策用途でも当社の通話録音ソ

リューションの需要が拡大しております。

AI 活用の観点では、企業が顧客との会話データを AI で解析するためには、電話システムとの連携が不可欠で

す。しかし、AI 技術を提供する企業の多くは通信インターフェースの技術を持っておらず、従来の電話シス

テム側も AI 連携を前提とした構造になっておりません。この “ 技術のすき間 ” を埋めるべく、当社は通話録

音システムを改良し、「AI」と「電話システム」「コンタクトセンターシステム」をつなぐ技術を提供しています。

近年、AI に取り組む企業が急増していることから、当社へ技術協力・開発協力を依頼する声が大幅に増えて

おります。今後は、従来の通話録音にとどまらず、録音した内容を AI で解析し、業務に活かす高度な付加価

値サービスが広がると見込んでいます。

当社の「LA-6000」および「U-cube rec」は、こうした市場変化を捉え、事業成長の柱となる製品群へと進

化していると考えております。
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クラウドPBX市場

l 従来型のハードウェアPBX（専⽤内線電話交換機）が
⽣産終了し、徐々にソフトウェア化、クラウド化が進展
している

l テレワークやハイブリッドワーク対応に伴った需要の増
加や、固定電話端末からスマートフォンへの移⾏需要

l Web 会議サービスを展開するベンダーの参⼊、SNSやチ
ャット・ツールとの連携等、コミュニケーション
ツールとの連携

出典︓株式会社富⼠キメラ総研「2024年コミュニケーション関連マーケティング調
査総覧（P257）」※ 2024年度は⾒込、2025年度以降は予測となります。

従来のハードウェアPBX（専⽤内線電話交換機）市場約1,117億円・クラウドPBX市場約400億円
通信システムインテグレーター（通信SI）、従来型PBX、ビジネスホン販売代理店を
パートナーとするOEM／Enabler型のサービスモデルにより、市場のシェアを拡⼤する

この数年でクラウドPBXへの移⾏が本格的に進展し始め、
クラウドPBX市場は拡⼤している。
⼤株主である通信系SI（NESIC、都築電気、サクサ等）を
パートナーとし市場シェアを拡⼤中。

単位︓ID数 単位︓百万円

クラウドPBX市場:⾦額とID数

※ PBX（Private Branch eXchangers）とは
企業などの組織で複数（多数）の電話機を使⽤する場合に、施設内で設置・運⽤される電話交換機のこと。 施設内の電話機同⼠で内線通話
を可能にしたり、外線（公衆回線）との接続を⾏う。従来、多くは専⽤ハードウェアを使⽤していたが⽣産中⽌となり、
ソフトウェア、クラウド・サービスへの移⾏が進展している。

こちらのスライドは、クラウド PBX 市場について簡単にご説明するものです。日本全国の企業は規模を問わず、

何らかの電話システムを導入しており、その多くが従来型のハードウェア PBX、いわゆる社内交換機を利用

してきました。市場調査会社のデータによれば、このハードウェア型 PBX 市場は年間約 1,117 億円規模とさ

れています。

そのうち、2025 年時点では約 400 億円がクラウド PBX へと置き換わっている状況です。今後は長い時間を

かけて、1,000 億円規模の従来型システムのビジネスが、徐々にクラウドベースの仕組みへ移行していくと予

想されます。

こちらのスライドは、2030 年までの市場予測を示したものですが、その後もクラウド PBX への移行は継続し、

ゆるやかに変化が進んでいくと見込んでおります。当社の音声関連ソリューションやクラウドサービスは、こ

の市場にしっかりと根差しており、非常に大きなマーケットの中で拡大の余地が多く残されている領域です。

市場全体の移行には時間を要しますが、確実に増加していく成長市場であることは間違いありません。当社と

しては、この市場においてどれだけシェアを獲得できるかが今後の営業戦略の重要なポイントとなります。

一方、当社は 150 名程度の規模で全国を直接カバーすることは現実的ではありません。そのため、従来から

PBX やビジネスフォンを扱ってこられた販売会社の皆さまを中立的なパートナーとしてお迎えし、協業体制

を確立してきました。こうしたパートナー企業は年々増加しており、この広大な市場を当社の事業として取り

込むための基盤が固まりつつあります。
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クラウドサービスについては、ユーザー数（ID 数）を基準とした利用状況を示しており、複数サービスの ID

総数が順調に増加していることを表すグラフとなっております。

現在、当社クラウドサービスの ID 数は約 6 万を突破し、前期末比で 15％の増加となっています。今期は前

期比で 30％程度の伸びを見込んでおり、引き続き堅調な成長を続けております。

とりわけ、従来型 PBX をクラウド化する「U-cube voice（クラウド PBX）」が着実に拡大しており、前年末

と比べて 11％増加しています。老朽化した PBX をクラウドサービスへ置き換えたいというお客様のリプレー

スニーズが背景にあり、この需要に応じて導入件数が伸びています。

さらに、「U-cube friends（SBC）」も利用が大きく伸びているサービスです。こちらはクラウド PBX と組み

合わせて活用されることが多く、従来の電話番号をアナログ回線から IP 回線へ移行したい場合や、拠点ごと

に個別で契約していた電話回線を一カ所に集約してコスト削減を実現したい場合などに用いられます。このよ

うな用途では SBC が必要となりますが、当社はこれをクラウドサービスとして提供できることが大きな特徴

となっています。その結果、「U-cube friends」の利用 ID は前期比 69％増と大幅に伸長しており、今後もさ

らなる拡大が期待できる分野でございます。
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上期トピックス
4

17

NX-B5000と Microsoft Teams との連携を実現

l 国内ベンダー初︕NX-B5000（ソフトウェア型SBC）が、マイクロソフト社のDirect Routingにおける
Session Border Controller（SBC）認定 を取得

l 認定を取得したことにより、NX-B5000 は Microsoft Teams と連携が可能となり、既存の電話回線や電話番
号を変更することなく、「Microsoft Teams」から外線および内線の⾳声通話が、通信キャリアの固定電話・
携帯電話・IP電話サービスを使⽤して、シームレスに発着信することができる

＜接続イメージ図＞

以下のメリットを提供する
ことが可能となります

会社の電話番号を利⽤した
外線の発信・着信

既存の電話設備との連携
（内線通話）

デバイスフリーな通話環境

上期のトピックスとして、1 つご紹介したい事項があります。Microsoft が提供する「Microsoft Teams」

は、Web 会議ツールとして広く利用されており、特に大企業を中心に導入が進んでいます。この Microsoft 

Teams には、実は電話機能も備わっており、Web 会議だけでなく電話システムとしても利用したいという企

業が、近年少しずつ増えてきています。

ただし、Teams の電話機能は従来の電話とそのままでは接続できず、日本の固定電話番号や既存の電話回線

を直接つなぐことができません。内線として利用する分には非常に便利ですが、外線と連携しようとすると追

加の仕組みが必要になる点が課題となっていました。

こうした課題に対して、当社が提供する SBC ソフトウェア「NX-B5000」が今年の上期に Microsoft 社より

接続認定を取得し、技術面・ビジネス契約面の双方で正式に認められました。これにより、当社は日本で初めて、

Microsoft Teams と従来の電話網をつなぐことができるソフトウェアを保有する企業となりました。さらに、

この仕組みはクラウドサービスとしても提供可能であり、Teams を活用する企業の外線連携ニーズに応える

重要なソリューションとなっています。
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こちらの図にあるとおり、Microsoft Teams を利用しながら社内コミュニケーションを行いつつ、各種電話

会社のサービスや従来の電話番号、あるいは既存の電話回線をそのまま使いたいというニーズがあります。ま

た、古い PBX が残っている企業では、PBX と Teams を連携させたいという要望も多く寄せられています。

こうしたケースにおいて、当社のソフトウェアやクラウドサービスをご利用いただくことで、Teams と従来

の電話環境をシームレスに接続することが可能になります。

18

業務プロセス管理システムを提供するCamunda社とOEM契約を締結

l 当社では、⾳声以外のDXソリューションの拡⼤も視野に⼊れ、通
信事業者向け業務⽀援システム（BSS︓ビジネス・サポート・シ
ステム）を提供してきている。この度⼀般企業向けにも展開し、
最新のアーキテクチャへと刷新するべく、業務プロセス管理シス
テム（BPM︓ビジネス・プロセス・マネジメント※）を提供する
Camunda社とOEM契約を締結。

l Camunda社の業務改善システム「Camunda」では、ローコード
開発⽅式を採⽤しているため、従来のような⽅法で⼤規模システ
ムを⼀括導⼊して⼀度に全業務を刷新するのではなく、PDCAサイ
クルを継続的に回しながら、段階的に業務を改善できるシステム
更改が可能。

l 「Camunda」を活⽤することで、当社の持つクラウド技術とDX
ソリューションの知⾒を掛け合わせ、電話や⾳声だけではない業
務改善ソリューションの発展を⽬指す。

l 当社が10年前から取り組んできたAI技術が、コミュニケーション
とBPMをつなぎ、企業の⽣産性を向上させる、という新しいソリ
ューション・サービスの創造へ。

※BPM（ビジネス・プロセス・マネジメント）とは
業務の進め⽅を継続的に⾒直し、最適化を図る業務管理が
できるシステムのことで、企業や組織が業務の始まりから
終わりまでのプロセスを分解、設計、モデリング、実⾏、
監視、および最適化するための管理⼿法となります。
BPMの⽬的は、業務フローの効率化、パフォーマンス向上、
コスト削減、品質維持、および柔軟性の向上を図ることに
なります。

もう 1 つの取り組みとして、当社は「業務プロセス管理システム（BPM：Business Process Management）」

の領域において、新規事業を開始しております。これを推進するため、上半期にドイツの Camunda 社と契

約を締結いたしました。Camunda は、近年「ローコード開発プラットフォーム」と呼ばれるカテゴリーに属

する製品で、お客様の業務プロセスを可視化し、その業務フローを図式化することで、複雑なプログラムを詳

細に書かずとも、業務アプリケーションを構築できる点が特徴です。

具体的には、現在の業務の流れを図として表現し、その図式化された業務フローをそのままプログラムとして

自動生成し、プラットフォーム上で動作させることができます。生産性の向上や働き方改革の推進、AI を活

用した自動化など、多様な企業課題を解決するためには、業務改善の基盤となるプラットフォームが必要とな

りますが、毎回プログラムを個別に作り込むことは非常に負担が大きいのが実情です。当社は、このプラット

フォームを活用したソリューションを幅広い企業へ提供していきたいと考えております。

特にこの領域では、個別に業務プロセス管理へ取り組む企業は多く存在しますが、「電話の仕組み」や「コー

ルセンター」、つまりお客様とのコミュニケーションの接点から得られた情報を、そのままシームレスに AI

へ連携し、自動的に業務フローや業務処理までつなげる仕組みは、現状ほとんど実現されていません。コンタ

クトセンターで受け付けた情報は、多くの場合、人手により処理されたうえで CRM（顧客管理システム）や

SFA（営業支援システム）へと集約されますが、そこから先の業務処理が自動化され、大きな効率化につなが

るケースはまだ多くありません。

当社は、この点において非常に優位性のある立場にあります。コミュニケーション領域のサービスを保有して

いるだけでなく、クラウドベースのプラットフォーム開発にも取り組んでいるため、双方の強みを掛け合わせ

ることで、コミュニケーションとビジネスプロセスマネジメント、そして業務フローの処理を AI で統合する、

新しい価値提供が可能になります。

こうした背景のもと、当社は Camunda 社との契約を通じて、この取り組みをコアとなるプロダクトとして

育てていく計画です。一見すると分かりにくいソリューションかもしれませんが、今後、この領域では非常に

大きな市場が形成されていくと考えております。



本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

Briefing Transcription

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2025 年 11月28日（金）株式会社ネクストジェン
3842  東証スタンダード市場  情報・通信業

14 14

決算説明

以上で、トピックスを含めたご説明を終えさせていただきます。

19

お知らせ
5

!C

ÁËÈÍ€‹ÎEÏÌ=°¢£

ŒAûH¿9)*+*’-Ö*/’!G™j
"#A$™NBOPQRSö
e%&'()*N+89VTU,gŒ((
Xûú-úûAËF./0Xûú-,œ

íìVº
ABΩ

˘˙&€‹›(fi7ñ∏89“fl“‡
©·‚$„‰™‰ÂÊÁ

1kæYø
jl

˘˙&€‹›(fi7ñ∏89“fl“‡
©·‚$„‰™‰ÂÊÁ %Â˚¸‹™<

1kæ
¿¡¬

Ê∞–—Á—i±’
˘˙&ËÈ(ÍÎÓ89ÏflÌ‡
©·‚$„‰™‰ÂÊÁ ˚¸‹™<

±∞”±Ó”——Ó“”f
¿¡p¬√ ƒH≈≈∆«»H…… EÀ<Ã<ÕÃAŒœL

最後にお知らせとして、株主名簿管理人の変更についてご案内いたします。今後は、みずほ信託銀行様に株主

名簿管理人としてご担当いただく予定です。これにより、株主の皆様とのリレーション構築やコミュニケーショ

ン、当社からの情報発信を一層強化してまいりたいと考えております。新たな管理会社様と連携し、より良い

体制を構築してまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

以上で、私からの上期業績説明を終了させていただきます。本日は誠にありがとうございました。
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